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1 ．は じめ に

　環境共生 の 時代 と言 われ る今 日、生物生息空間 の 保

全
・
再生や、生 き もの と の ふれあい 空間 の整備等 、 公園

緑地に限 らず、多 くの ビ オ ト
ープが整備されて い る。ま

た、近年の傾向として住宅団地等、都市部の 身近な空間

の 環境整備 で も、生 物生 息空間 の 保全 ・
再 生 や身近な 自

然 と の ふ れ あい を 求め る都市 生 活者の ニ
ーズ に対応す る

ため、ビオ ト
ー

プが盛 り込 ま れ る ケ
ー

ス が 増 え て き た。

　本来、ビオ ト
ー

ブは生 物が生息す る 生 態系空間 を 人為

的に再生、創出す る もの で ある。近年整備され て い る住

環境に おけ る ビオ トーブ は、人間の 生活空間と生物の 生

態空間が近接す る点で
一

般的な ビ オ ト
ープとは異な り、

利用 す る居住者の安全性 や 快適性 と と もに、見 た印象 の

良 い審美性 も求 め られ る。本 報告書 で は、住環境にお け

るビオ ト
ーブを団地 ビ オ ト

ープと呼称する。

　団地 ビオ ト
ープは、短期、中期、長期 と誘致 目標種 を

設定 し、生態環境 を優先 した整備 を行 う
一

般的なビオ

トープと違い、人に身近な自然を再生し利用者が生物と

ふ れ あ え る環境を提供する こ と を 目的と して い る の で誘

致 目標 は短期、中期程度 で ある。

　団地 ビ オ ト
ープの 水景 ビオ ト

ープは、自然水系とは縁

の 切 れ た 閉鎖水系で あ り、規模的な制限 もある。ま た、

人 に身近な水系で ある た め 生物生息環境として の 水質の

維持だけで なく、審美的な観点か らの 水質維持が必要で

あ る。本報告書に おける水景ビオ トープは、団地 ビオ

ト
ープに お け る 水景ビオ ト

ープを 示す。

　 しか し、住環境 におけ る ビ オ ト
ープは 、従来 の 多 自然

型工 法や他の ビオ トープ の手法を応用した もの で、設計

や施工 レベ ル で の これまで の 実績 はまだ試行錯誤 の段階

で、応用可能な技術的ス トッ ク と して 整理され る まで に

は至 っ て い な い。

　 こ の ような背景か ら、独立行 政法人都市再 生 機構で

は、団地 ビ オ ト
ープに お ける 造園技術の

一
般化を目的と

し、近年整備された団地ビオ トープの 調査 を行 い 、水景

ビオ ト
ープに関す る 問題点の 整理 と設計及び施工 技術 の

検討
・
開発 を 行 い、技術マ ニ ュ アル と して と りま とめ た 。

以下に フ ロ
ー

を示す （図
一1参照）。

1＞調査 ・計画 準備

D 整備事例の調査 とまとめ

調査 フ レ
ー

厶の検 討及び股計

資料収集及び　　　　　 閲係部署へ の

　事例調 査　　　　　　 ヒアリング　　　ー一

問題点の抽出と課題の 整理
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3）施工 披術の 検討 ・開発

4｝整備の 手引き作成

図
一1　 マ ニ ュ ア ル作成の フ ロ

ー

囲範書告報本

　本稿は、技術 マ ニ ュ ア ル の バ ッ クデ
ー

タとな る 近年整

備 された団地 ビオ ト
ー

プの 調査結果と、水景 ビオ ト
ープ

に関する問題点を整理 したもの で あ る。

2 ．調査の フ レ ーム ・方法 ・概要

　整備事例 の 調査 は、調査 の 視点 を 明 らか に し 調査 対象

及 び調査項 目を設定す る と ともに、水景ビオ ト
ー

プの 調

査方法 の 検討、設定を行 っ た。

（1 ＞調査の フ レ
ー

ム

　調 査 の 最終的な 目的 で あ る水景 ビオ ト
ープに 関す る 施

工技術の一般化 の た め に は、整備事例の現地 調査内容が

重要 となる 。 現地調査の事前に 団地の概要や設計図な

ど、情報収集 を 行 っ て 目的に合致 した 調査項 目の 設定 と

調査 フ ォ
ー

マ ッ トの 作成 を行 っ た 。

　 また、施工 の 前提 とな っ た設計 の 目的や設計意図が反

映され た も の で あ る か どう か や 、施 工 時並び に 供用 後 の

維持管 理 の 問題点 な ど、基 礎資料や 現地調査 で 読 み とれ

なか っ た要素を把握す る ために、関係技術者 へ の ヒア リ

ン グ調査を行っ た。

　調査全体 の フ レーム は以下 の 通 り （図一2 参照）。

’
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1．基礎資料調 査

図
一2　 調査の フ レーム

（2 ）調 査項 目 と調査方 法 の 設定

1）基 礎資料調査

　設計図書及びパ ン フ レ ッ ト等 の 基礎資料 を入 手し、団

地及び ビオ トープ の 概要の 把握を行う。調査項 目は以下

の 内容と した。

a ）調査項 目

  団地基礎情報 ： 団地名称、地域地 区、面積、住戸数

　 な ど

  設計情報 ：担当部署、設計期間な ど

  施 工 情報 ： 施工 期間な ど

  管理情報 ： 管理部署、管理形態な ど

b ）入手資料

  設計図 コ ピー （CAD 含む ）

  団地及び ビオ ト
ープに関す る パ ン フ レ ッ トそ の 他 の

　 公開資料

2 ）事例調査

　事前 に 入手 した基礎資料を基 に調査シ
ートを 作成 し、

事例 の 現地踏査 を行 い 、水景 ビ オ ト
ープ の 実態 を 把握 し

た。

a ）調査項 目

  敷地周辺情報 ：

　 ・
団地周辺 の 土 地利 用 概況

　 ・周辺緑地及び 水系 の 状況

  ビオ ト
ープ情報 ：

　 ・ビオ ト
ープの配置 と規模

　 ・団地内周辺環境 との つ なが り

　 ・ビオ ト
ー

プの タイプ （複合型、樹林地型、草地型、

　　水系型）

  水景施設 情報 ：

・水景 の 形状（流れ標準幅員 X 延 長、池面積 × 最大水

深）

・水景 の 詳細構造 （タイプ、標準断面、延 長 ）

・水景設備 の概況 （水源、補給水、循環等設備 シ ス テ

ム 、排水方法など）

・水質 （透明度、臭気、藻類の発生状況、パ ッ クテ ス

ト）

  生 態情報 ：

・植生 （水辺植栽、護岸植栽、水生植物）

  現況写真 ：

・生物 （誘致種 と移入種 の 確認）

b ）確認事項

・
設計図 と現状の 際の確認

・設計意 図が現状 に反映されて い るかどうか の確認

・水質維持や生態 の 定着な ど当初 の 目的が反映 され て

　 い る か の 確認

・護岸等水景施設及びそ の 他施設 の 老朽化や破 損 の 状

　 況 の 確認

3 ） ヒア リング調 査

　また、事例調査 を補完す る ために、設計や施 工 及び維

持管理 に従事した関係技術者へ の ヒ ア リン グも合わせ て

行っ た。

a ）機構技術者 ヒア リング

  維持管 理 項目の 確認 ：

　 ・護岸部 の 草刈り ・除草

　 ・落ち葉及 び ゴ ミ の 除去

　 ・ア オ ミ ドロ 除去

　 ・水の 入れ替え清掃 （浚渫）

　 ・施設補修及び改修実績 （老朽化 な ど）

  項 目別維持管理手法及び時期

  住民参加 に よ る 維持管理実績 の 有無

  利用者 の 苦情 の 有無と内容

  居住者及 び 周辺住民 の 利用実態 ：

　 ・散策 、鑑賞

　 ・
子供 の水遊び

　 ・
釣 りや 捕獲行為の有無

　 ・生態観察

　 ・
学校教材及び環境教育施設 と し て の 利用

　 ・入為的な生態放流 の 有無 （魚類、水 生 昆虫など）

  設計に対する意見及び要望 ：

　 ・
施設 の 耐用年数や維持管理上 の 問題の有無

　 ・植栽 に 関す る意見 （導入樹種、配植 、 植栽密度な ど）

b ）設計者 ヒ ア リング

  設計意 図の 確認 ：

　 ・基本設計及 び 実施設計説 明書 の 入手

　 ・項 目別設計意図及び概要 の 確認
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  生態に 関する確認 ：

　
・
生態基礎調査 の 有無

　 誘゚致 目標種 の設定状況
・移入種の 有無

  植　 栽 ：

　・導入樹種及び選定の理 由

　 （水辺植栽、護岸植栽、水生植物な ど）

  水景施設に関す る確認 ：

　・水景タイプ と規模 の 選定理 由

　・
護岸構造 の 選定 理 由

　・池底及 び流床素材 の 選定理 由

　・水深設定 の 根拠

　・防水素材 の 設定理 由

　・水源及 び循環シ ス テ ム

　・水源 の 選定理 由

　・補給水量算定根拠

　・浄化シ ス テ ム設定理由

（3 ）調査対象地

　整備事例 の 調査は東京及び神奈川に所在す る都市再生

機構の 8 団地 につ い て 行 っ た。以 下 に 調 査 団地 と概要 を

示す （表
一1参照）

表
一1　 整備事例の 調 査対象団 地

園地名 唆工 年月 団地タイプ
ビオ ト

ープ　　　ビ オ ト
ー

プ　　 ビオ ト
ー

プ

タイブ　　 システム分頬 　 2　 規模

サ ンヴ ァ リエ 桜堤 平成 11年 市街地型 拠点型　　　雨水掛 け流 し型　．3DOO認　　　　1
グリーン プラザひぽりが丘 平成 12年 市街地型 拠点型 循珮降而補給型 1420mZ

プ囗 ム ナ
ー

ド東伏見 平成 13年 市街地型 拠点型 井水掛 け流 し型 250D能

レーベ ンスガルテ ン山崎 平成 14年 郊外型 拠点型 井水掛け流 し型 750m2

ア
ーベ イ ンビオ川崎 平成 14年 都 心 型 ネントワ

ー
ク型 循環降雨補給型 丁150m2

三鷹台団地 平成 15年 市街地型 拠点型 循環降雨補給型 2730m2

コ ン 7 オ
ール曹仙谷 平成 15年 郎外型 ネットワ

ー
タ型 循環雨水誠水補給 型 930m2

ひばりが丘パ ーク ヒルズ 平成 16年 市街地型 拠点型 循環井水希釈型 2300m2

多摩平の 森 平成 16年 市街地型 拠点型 循 環降雨補給型 5DO而2

3 ．調査結果と問題点 の 抽出

　調査 の ま とめは、周辺環境と の か か わ り等の 視点か ら

の 解析も行 っ て い る が、本報告書で は 水景ビオ ト
ープに

関す る施工技術の一
般化 に直接的に関わる施設、構造 に

つ い て 掲載する。

（1）水のシ ス テム

　水景 ビオ ト
ー

プの水の供給シ ス テム は以下 の ように分

類された （図
一3 参照）。

　掛流 し型 は供給す る水源が雨水と井水 の 2 タ イプが 見

られたが、水源が安定して 潤沢に 供給さ れる必要が あ

る。大容量 の 貯水槽が 必要な雨水利用タイプは、開発範

囲が 限 られ る 団地 に お い て は適し た タイブ と は言い難

い 。また、井水利用のタイプも 現在自治体によっ て は揚

水制限が あ り、必 要水量 を 汲み上 げられな くな る と想定

46

され る 。

図
一3 　水の 供給 シ ス テ ム の タ イ プ

　循環型 は 、限 られ た水量 を 効率よく活用す る 手法で あ

る （図
一4 参照）。特に、循環降雨補給井水希釈型 は 、 蒸

発量が多く雨水だけで は水量が不安な 夏場な どで も定量

の水の補給がなされる理想的なタイ ブで ある。
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　循環雨水減 水 補給型 は、生 態 的 な 面 で の 維 持 に は 有効

と思われ る が、減水時の 美観の 面 で 難があ り減水時 の 景

観的な配慮が必要で あ る 。　　　　　　　　　　
』

　循環降雨補給型 は 、 降雨がそ の まま補給水 とな る シ ン

プル な シ ス テ ム で あり、水景 ビ オ ト
ープの 減水量 と降雨

量 と の 関係か ら貯水量を算定すると掛流 し型 の貯水槽 に

比べ 小 さ な貯水槽で よい 。

　今後 の 水景 ビオ トープの 水 シ ス テ ム を考 え る 上 で は、

循環降雨補給井水希釈型が理想 で はある が、常時井水が

確保で き るとは限らない ため、循環 降雨補給型 を基本と

して 理想的な水 シ ス テ ム を確立 して い く。

（2 ）水施設 の構造

1 ）池床の 構造

　池床 の 防水は基本的に防水 シートを用い た遮水で あ っ

た。特に竣工 が早い 団地 の池床構造は、シ
ー

トの 上 に防

水保護層と して 発生土や荒木 田 土などを覆土した タ イプ

で 、こ れ は一
般的な ビオ トーブや多 自然工 法 に用 い られ
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る 手法で ある。設計者 ヒアリン グか らも団地 にお ける 水

景 ビ オ ト
ープの事例がな か っ た た め 、従来の 工 法 を参考

に した と の 回答も 得 られ た。こ の 手法 は 施工 の 精度 や人

為的要因な どによ り漏水す る 可能性が考え られ 、現に 調

査で も漏水 の 指摘や水がな い と い っ た 状況 も見 られ た 。

　竣 工 が若 い 団地 は、そ れ ら の実情を踏ま え 設計 さ れて

い る ため、シートの 下 に コ ン ク リー
トが 打設 され、漏水

の 可能性が低くな っ た と考え られ る 。

2 ）護岸の構造

護岸の構造は、調査で 石護岸、丸太護岸、芝護岸 など

6 タイプが見 られた。

　護岸の 構造は、池床 の 構造 に よ り決定 さ れて い た （図

一5 参照）。

毛細管現象　 荒木田土 h ト

図
一5　 護岸 の 構造模式図

1ン列 一ト立上げ

　池床構造が 荒木田土 の 場合は、防水 シ
ー

トの 護岸 の 立

ち 上 が りが コ ン クリ
ー

トの ように垂直にあげる こ とがで

き ない ため、護岸に擦 りつ い て い る 法勾配に合わせ て 立

ち上げて い た。そ の 結果と して 、水際の 護岸と護岸背面

の 防水 シートとの 間に 湿地状 の エ リアがで き、水際 の 植

生 的に も生 態的 に も効果的で あ る。しか し、循環の場合

の ように水量が シ ビア な場合は、そ の エ リアか らの水の

損出が考 え られ 保水性 の な い 循環型 に は 不向 き で あ り、

掛流 し型 にの み 有効な構造 で あ る。

　池構造が コ ン クリ
ー

トの場合 は、防水シートは コ ン ク

リ
ー

トの 立ち上が りに 沿 っ て 立 ち 上げる こ とが 可能 で あ

る ため、護岸際で防水シートを収め る こ とが で き、水 の

ロ ス を最小限 に と ど める こ とが で き る。

　現地調査 で は、丸太を使っ た護岸も含め破損は見 られ

なか っ た。しか し、芝護岸は、水際 ま で 芝が はげ、土が

露出して い た 。これ は 、芝護岸が緩斜面で水際まで 近 づ

きやす い た め、人の 立ち入 りを禁じ て い る に もかかわ ら

ず人が無断で 立 ち 入 っ て し ま うため に起 きて い た。芝生

護岸 の破損は、構造 の 問題で は な く、人 の 利用 モ ラル の

問題と施設利用ル
ー

ル の 課題 とい える 。

（3 ）水質

　整備事例調査 の 際、対象団地の 池、流れそれぞれで 、

採水、水温、色、臭気、浮遊物質 の 状況、ア オ ミ ドロ 等

藻類 の発 生 状況、生 息 生 物、生 育植物 の 確認な ど を行 っ

た。採水 した水は、持ち帰り簡易な水質検査 を行 っ た。

水質検 査 は、市販 の パ ッ ク試薬 を 用 い た。水質 検査 を

行 っ た項 目は以下 の 表に示す （表
一2 参照）。

表 一2 　 水 質 基 準表

記号 名称　　 1　 鯛査 方法 説明 許容値

COD 化学的酸索

消費量
常温肺 04酸化法 翻覊鬻簣螺糴鍛あΣ警1ヒや分解

副 1以下

NH4 ア ンモ ＝ ウム インドフェノール青比色法

NO2 亜硝酸 ナ芳紅チレル
’
アミン比色法

食 べ 物のかす、樹木落葉、室嚢分等の有 機

物から分解、溶解 されてア涯ニウム材ンになる 。
アンじウ射オンが酸化され て亜硝酸 にな リ、
さらに亜硝酸が 酸化されて硝酸になる．
ア ンモ ニ ウム→亜硝酸→硝酸

丁OTALlm
副 1

NO3 硝酸
還元とナ万 肛 チレンシ

’
アミン

比色法

PO4 リン酸 酸素法 軈 雰蘇 鐸醗 講 繍祭鵬 ．囗．1mg〆1

PH 水聚付 ン濃度 醐
〜14で 衷現される水中の 水素材 ンの 量。　 58〜a6

※ 上 記の 基準 値は．国交 省よ り出された 「撓水再利 用・雨 水再 利用 シ ス

テ ム 計画基準 ・同解 説 」に記 載 され て い る雨水 利用水 の水 質 基準と 環

境庁 よ り告示 され た 「水 質汚濁 に 係わ る環境 時基準 に つ い て 」内 の 生

活環境 の保 全 に関す る 環境基 準、及 び東京都 水道局の 水 質基 準よ り許

容 値を設定 した。

　調査 の結果、団地 ビオ トープ に おける 以下の 主 要な問

題点が抽出された。以下 に調査票を示す （表
一3 参照）。

表 一3　 ビオ トープ調 査 表
ビt トープ水質隅 査　（瀛度単位旧訂 Lt＝ppnd ）

慵 査 日　 　 　 　　 20隠513Z ゆ0駈 513 2開 巳 513 200i　514 　 　 岔005．514
サンヴァ リエ 桜堤 列一ンプ芳

ひばリ7丘南

プロムナ
ー

ド東伏見 レ
ーベ ンスガルテン山崎 ア

闇ペインビオ隅
調 査 地

　　　　　〔池舖 瞭水削 〔上掴 〔下湘 1上淑 「F脚　 H 流水綱 〔1号紺水盤⊃

COD 　 　 呂以 上 5以上 5z8 以 上 o 巳　 　 1　 　 ， ＆以 上

MH4 　 　 0202 卩 〜以 下 血 2o ．2o 、202 以 下 口．a収 下 o、2以 下

NO2 　 　 002 以 下 05 囗 昵 以下 oo2 以下 oo2 以 下 広 02o ．囗2以下 ロ．02以下 oo2以下

NO3 　　 コ以下 10 τ以下 1以下 1以下 11 以下 1以下 4
PO4 　 　 臥 ぴ501oo5o 了5 囗 1 伍 5　 　 　 ひ 1 園2oo5
P 　 　　 　 　 1．8a5 ア．4807 、580 　 　 　 了68 、076
調 査 日　 2駐，5．5．14 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2冊 5．5．13 2005．47 2005．5 塾霸

アー慚 ンビオlll胤 ＝
鷹台団地 ユ ンフ

ー
’臆仙谷 ひばりが丘バ

ー
クヒルズ

調誉 地

　　　鵬 場鮴 餬 1 〔上 池 ） 下 池 〔上 流 水部 1CF 流水 巳の 池 郎 ｝ 硫 水 部 》 （下 池 〉 〔流 水 倒

COD 　 　 似 上 4　　　　 444B 以上 a肌上 o　　　　　 o

NH4 　 　 巳 2以 下 月．2以 下 　 　 D 似 下 02 職 下 広 2以 下 U19 止 19 匹2以 下 　 　 巳 2以 下

NO2 　 　 且 02以 下 00Z 以 下 　 　002 以 下 旦 02以下 巳 02斑 下 oo2 以 下 ooz 以下 02 　　　 止 o〜以下

NO3 　　 髷以下 1以下　　　篭以下 1以下 1以下 1以下 1以下

　　　　一1」1「
45以上　　 縞 以 上

PO4 　 　 02oo5 　 　 　 臨 05 吼 05oo5o ．05 伍 05 圓 5以 下 　 OD5 以下

pH ア 8　　　 6080 日 o ア8 了 ［ 1B 　 　 　 　 F8

　事例調査 した 団地 の水質は、生 物が住 む 上 で は 問題が

な い 水質 で あ っ た。しか し、中には COD や PO4 の 値だ

け極端に高い 値を示 した検体も あ っ た。COD は 、蒸発

散に よ る 減水、小 雨 、無 降雨等 の 潟水 に よ る サイ クル の

滞りや 日当た りが よ く水深 が 浅 く水温が上 昇 しやす い 構

造 に よ り高い値に な っ た の で は な い か と考え る 。 また、

PO4 は、池際の土露出部周辺か らの リ ン分 の 流入 により

高い値に な っ た と 考えられ る。

　水 の 濁 りの 見 られる 池や若干 で はある が異臭 の す る池

な ど も あ り、水 質 は 水 量 、水 温 、天 候、水 の シ ス テ ム 、

構造な どと の 、複合的な関係性か ら決まっ て きて い る と

考え る 。

（4 ）シ ス テ ム と構造と水質の 関係性

1 ）構造 と水温 、水深

・現在の池の水深では、藻類が発生する

・
年間 を 通 じ水温が変わ らな い 井水 の補給は有効で あ

　 る

　・部分的に深みを設ける な どで 水温 の 上 昇 の 緩和 を図

　 る
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　今回調査 し た 水景 は、最大水深 400mm で ほ と んどが

300mm 以下 で ある。水深が浅 い と池全体 の 水温が 上 昇

し、ア オ ミ ドロ 等藻類 の 発生 の 大きな要 因とな っ て い

る。池全 体 の 水 温 を 上 昇 させ な い た め に は 、部分的 に 深

み を設 け、水温 の 低 い所 を つ く り、水 の 対流 を 促す 必 要

がある．ただ、深みを作 る に は、団地 ビオ ト
ープで あ る

ため、利用者 の 安全性 の 確保 とい う問題が発生する。

　また、水温 を下げる 有効な方法として 井水 の 補給が考

えられる。井水は年間を通 じて 水温が一定で あり、雨水

の ように無降雨時に補給 で きな い こ とはなく、年間を通

じ一定量の補給が可能で あ る。

2） 日 当た りと水質
・池の 水温 上昇と藻類 の 発生 を抑え る た め に は、日陰

　 が必要不可欠

　今回調査し た水景は、一部を除き 日当た りの とて も良

い 立地環境 で あ っ た。そ の ため晴天 の 場合は 、 直接水面

に 日光が差し こみ水温を上昇させ、アオ ミ ドロ 等藻類 の

発生に適 した環境とな っ て い る。一部 、プロ ムナ
ー

ド東

伏見 の 下池 と ア ーベ イ ン ビオ 川 崎 の 1号棟水盤 は、直接

光が差 し込む 環境下 に は な く、アオ ミ ドロ の発生 は見ら

れなか っ た。また、水温 に関して もア
ー

ベ イ ン ビオ川崎

の測定結果 で は 、日陰の 1号棟水盤と 日なた の駐車場棟

水盤で 温度差が 2 〜 3℃ あ る。

　 こ の こ とか ら、池 の 水温 上 昇 と藻類 の 発生 を抑 える た

めには、日 陰を設ける こ とは有効 で ある 。

3 ）シ ス テ ム と水質
・常時稼働する シ ス テ ム の構築
・水量 の 安定供給

　今回 の 調 査 が 3 月〜 5 月 の少雨 期 に 当 た り、水質調 査

の 結果 で も COD 値が多 くの 団地 で 許容値以 上 の 高い 値

を示した。こ の結果は、水を動かす シ ス テ ム が止ま っ て

し ま っ たり、 十分な水量が流さ れ て い な い と い っ た水の

サイ クル （掛流 し、循環）シ ス テ ム が うま く稼働して い

な い た め と考 え る。

　 コ ン フ ォ
ール 菅仙谷 の よ うに 無降雨期間 に シ ス テ ム が

止 ま っ て も生 態環境が維持 で き る よ う に シ ュ ミ レーシ ョ

ン を行い 、止 ま る こ と を 想定 した 事例も見られ る が、人

の 生活環境に 近 い 団地ビオ トープの場合は 生態的配慮だ

けで な く、 審美性
“

見た目の 美 し ざ
’
、修景的な側面 も

重要な要素と 考える。

　そ の ため 、今後は必要水量の安定供給 と天候、供給水

量、シ ス テ ム の バ ラ ン ス の と れ た 水 の 止 ま らな い シ ス テ

ム の 構築が望 まれる。

4 ）シ ス テ ム と構造
・
防水 シ

ー
トは設ける
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・防水保護層に荒木 田土 を用 い た生態に配慮 した構造

は潤沢 に 水 を確保で き る場合に限る

・使用 で きる水量が限られ る場合は 、コ ン クリ
ートを

使用 した 堅 牢な 構造 とす る

　今回 の調査し た水景は、全て 防水シートを用い た遮水

で あっ た。また、荒木田土を防水保護層に用 い た事例で

水質悪化や漏水 によりコ ンクリ
ー

ト打設の もの に変わ っ

て い る 。 この こ とか ら、荒木田 土 を利用した池、流れ構

造は潤沢な水 を確保で き る掛流し型 の シ ス テム で活用す

べ き と考 える 。また、水量 の 限 られた循環型 の 場合 は、

使用箇所を制限して 用 い る 必要がある。

　循環型 の池、流れ 構造は、利用 で きる 水量が限 られ て

お り、 水 の ロ ス の少な い構造で あ る 必要があ る。

4 ．ま とめ

　事例調査か ら得られたさまざま な結果や問題点か ら、

水量、水質、天候、シ ス テ ム、構造とい っ た要素が複合

的に関係 しあい 良 い要因や悪 い 要因を創出 し て い る こ と

がわか っ た。さらに、団地 ビ オ ト
ープの 場合は、生態環

境と人 の 生活環境が近接 して い る ため人為 的な影響も考

慮しな けれ ばな らな い 。

（1）今後の対応

1）人為的影響

　団地 ビオ トープで は、自然と触れ合 う機会 の 少な い 子

供などが、不用意に護岸部や水辺 に 立ち入 る 可能性 が 高

い 。 過度な護岸部へ の 立ち入 りは、踏圧によ る 護岸植生

の 損失 と、こ の 結果 に よ る 生物の 生息域 の減少につ な が

る 。裸地化 した護岸 は景観的 にも見 苦しく、団地 ビ オ

トープの 目的 を損な う 可能性が高い。ま た 、水際 の 撹乱

に よ る 水性植物 の ダメ ージ や、ゴ ミ の投棄や金魚な どの

ペ ッ トの 放流、カルガモ な ど へ の 定着 した 生 物 へ の 給餌

な ど、モ ラル の 問題が発生す る 可能性もある。

　水景を導入する際は 、 生け垣や低木の寄せ 植え、柵の

導入などによる物理的な人の 立ち入 りの 制御の他、解 り

やす い解説サイ ンなどの 導入によ っ て 団地 ビ オ ト
ープに

対す る 理解を 促す な どの対 応 が必要 と考 え られ る 。

2 ）安全性

　団地ビオ トープに水景を導入す る際、安全性確保 の観

点か ら水深を極力浅く整備する傾向が ある。これ は、子

供 の 立ち入 りに 対する 配慮や 、浸透貯留漕などの 地下工

作物 の 制約によ る こ とが多 い が、結果 として 水生植物 の

導入種の幅が制限され た り、 水温 上 昇と直射 日光の透過

によるアオミ ドロ の 発 生に つ なが っ て し ま う 。

　水景を導入す る 際は、安全性 と水質維持 の バ ラン ス に

配慮し、人 の 立ち入 りに対す る 物理的対策 の 強化と、安

全が十分確保 されたエ リア で の深 み の 確保に対応 した対

流促進 に よ る 水質 の 維持、水面 に適度 な陰を つ く る高木
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や中低木の 植栽 を適宜組み合わせ て 対応 を 図る 必要 が あ

る。

3 ）素材の 選定に対する配慮

　ビオ トーブ は本来的 に は 生物の 生息空間の 形成 を 目指

し、自然素材の積極的導入による多孔質環境の創出が望

ま し い とされて い る 。 しか し なが ら、団地 ビオ ト
ープで

は、耐用年数 の 短 い 木製品な どの 導入が、施設 の 機能を

短期間で失い、結果と して維持管理へ の 負担増加や機能

の 損失に 繋が っ て し ま う可能性が高い 。ま た丸太護岸な

ど、水際 へ の 木製品 の 導入 は 、整備後短期間 で 腐食 が 進

行 し、護岸部 の 土砂が水 中に流れ出す こ と も予想 さ れ

る。石材な どの恒久素材を使用す る か、生態に影響の な

い 防腐処理 を施した 耐久性の あ る木材の 使用 が望ま し

い。

　水 景ビオ ト
ープで は、防水材や水生植物 の植栽基盤と

して 、粘性土 や 発生土 を使用 す る こ とが多い 。これ は自

然環境 の 構造に習 っ た もの であるが、団地 ビ オ ト
ープの

水景 の ような閉鎖水系下で は、シ ル ト分 の 流 出による

SS の 増加や土壌 中の養分による 富栄養化の 要因とな る

可能性が 高い 。団地 ビオ トープ で は、配水方式や水景の

規模に併せ 、こ れらに 対応し た素材と して 、砂質土 や砂

利などの養分を含まない 土壌素材の導入を検討する 必要

が ある。

4 ）水量と水質の維持に対する配慮

　団地 ビ オ ト
ープの 水景規模は、ビ オ ト

ープの 敷地規模

との バ ラ ンス など、主 に 意匠的な理 由か ら設定され る 場

合が多い
。 団地ビオ トープ の水景で は、雨水及び井戸水

が主な水源で ある場合が多 く、ともに量的な制約があ

り、水景規模との バ ラ ン ス が保 て なければ 水景 の 維持

は困難なもの となる。水景規模 の 設定に当た っ て は、生

態的 な 要 求が低 い 場合、確保可能な 水源 の 量 に 応 じ た 規

模設定を行う こ とが重要 で ある。一
方、生態的な要求が

高く、雨水だけで は水景規模が まかなえな い 場合 は、必

要 に 応 じて 、井戸水 の 導入 を検討す る こ とが望ま しい 。

　また、水景 ビ オ ト
ーブの 護岸部で は、水辺植栽 の 基盤

確保や水分条件 の 異な っ た多様な環境確保 の 観点か ら、

護岸か ら引きをとっ た防水層を設け る 場合が多 い 。こ の

よ うな 護岸構造 は、植 生 や 生息環境 の 多様性が確保 で き

る 反面、毛細管現象に よ る 水 の 損失 に つ なが る 可能性が

高い 。水源の 量的制約が あ る場合 は、防水性 の高い 堅牢

な護岸構造 の 検討が必要 である 。

（2 ）団地 ビオ トープにおける水景技術開発へ 向けて

　事例調査か ら、団地 ビオ ト
ープに おけ る水景施設 の 整

備 の 方向性 と して 、生態 に 配 慮 した もの で ある と と も

に、居住環境 に ふ さ わしい 、見 た 目に も美 しい 水景 の 創

出と、そ の維持が重要な 課題 で ある こ とが明 らか とな っ

た。

　水景技術の 開発 ・検討に あ た っ て は、これ らの こ とを

踏まえ、年間を通 して 止 まる こ との な い水系シ ス テ ム の

構築 と、減水 の 抑制や、施設維持に配慮 した水景施設の

整備が課題 とな る。

　開発 ・検討作業で は、今後進める設計や施 工 へ の 応用

を踏 まえ、実際 の 設計手順を整理す る とともに、水景導

入 に 当た っ て 必要 とな る チ ェ ッ ク ポイ ン トや、水 源 を有

効に活用す る ため の 水 フ レ
ー

ム算定手法、諸条件や 設計

意図が反映さ れ た 配水シ ス テ ム及び詳細構造 の 開発 ・検

討が望 ま れる （図
一6参照）。

団地 ビオ ト
ー

プ にお ける 水景 の方 向性

生態に 配慮 した もの で あると ともに 居住環境 にふ さわ しい

　 　 　 　 見 た目に も美 し い 水景の 創出

　　　　 が

　　　　畢
水景 技術 の 開発

・検討 の 目的

　　　WWl

聯
開 発 ・検討作業項 目

図
一6　 団地 における水景 ビオ ト

ープの 方向性
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